
資料５－２

本市の状況（本市独自調査）

令和４年度に、本市独自の方法により空家数を調査しました。

○ 調査方法

第１ 机上調査

① 家屋台帳データの用途区分が「居宅」であり、かつ、「普通住宅」、「農

家住宅」、「併用住宅」を対象

② 「家屋台帳の所有者」と「所有者の住所地を住民基本台帳」で照合

③ ②の結果からさらに、建売住宅・店舗等の除外

第２ 現地調査

① 机上調査結果の３８７件を現地外観調査

② 車、自転車、郵便受、草木等の状況や、建物の劣化状況等から判断

○ 調査結果

空家分布状況

市内全域 １.７１％（＝空家２１７件÷総戸数１２,６８１件）

・市街化区域 １.４３％（＝空家１３２件÷総戸数 ９,２４３件）

・市街化調整区域 ２.４７％（＝空家 ８５件÷総戸数 ３,４３８件）

（※総戸数は、「普通住宅」「農家住宅」「併用住宅」の合計）


